
 

 

 

 

 

「合唱コンクール」 

校長 望月雄紀 

 令和 6 年度校内合唱コンクールを 10 月 2 日（水）に今年も「那覇文化芸術劇場なはーと」で開

催しました。審査員に、小波津繁雄先生（那覇地区中学校音楽研究会顧問）、中城愛香先生（県立

那覇高等学校音楽教諭）を迎えました。夏休み前から練習を始めて、音楽の授業の他に放課後や休

み時間等で練習を重ねてきました。 

 さて、本番当日です。私（校長）自身「なはーと」に入るのは 2 度目ですが、素晴らしい施設だ

と改めて感じました。審査員の小波津先生からも、「生徒にこのような施設で合唱の経験をさせる

ことは、とても素晴らしいことですね。」とおっしゃっていました。校長あいさつでは、準備で９

０％残りの１０％は当日に楽しんで取り組むこと、私自身が合唱コンクールを大好きなことについ

て話しました。発声練習を兼ねた全体合唱では、校歌と夢の世界を会場一杯に響かせました。 

そして各学年の発表です。1 年生は元気な中に変声期を迎える前のういういしさを感じる歌声、

2 年生は少し落ち着いた感じで男女の声が重なる歌声、3 年生は重厚感のある男女のハーモニーを

感じる歌声がホールに響き渡りました。生徒の歌声に感動しました。私（校長）は生徒の合唱が終

わった時点で出張が入っていたので会場を後にしましたが、今年の合唱コンクールも大成功だった

と確信しました。アトラクションでの大城カルテットの演奏を聴けなかったことや職員合唱に参加

できなかったことはとても残念でした。 

後日談になりますが、その日の夜の PTA 三役会で、笑いながら「校長は合唱コンクールが大好

きと言っておきながら、職員合唱に姿がなかった」とご指摘をうけました。その日に校長研修会と

重なり、生徒の合唱が終わった後に出張へ行ったことやとても参加したかったことを伝えましたが、

なんだか言い訳がましくなってしまいました。翌日には生徒にもその件を指摘されて、タジタジで

した。また、翌々日に朝の挨拶をしていると、毎朝通る地域の方に合唱コンクールで心が癒やされ

ましたとの言葉をいただきました。大変嬉しくなりました。 

グランプリは 3 年 1 組で、11 月 21 日（木）てだこホールで開催される那覇地区音楽発表会に学

校代表として出場します。楽しみながらの最高のパフォーマンスを期待します。 

結果は以下になります。  

○各学級賞 

 1 年の部 金賞：5 組 銀賞：3 組 銅賞：4 組 

 2 年の部 金賞：2 組 銀賞：4 組 銅賞：1 組 

 3 年の部 金賞：1 組 銀賞：2 組 銅賞：5 組 

 グランプリ：3 年 1 組  
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旗頭フェスタ 

寄未知タイム発表会 

１学期終了のお礼等 

生徒の活躍 

9月に各学年が、寄未知タイム（総合的な学習の時間）の探究活動

についての発表会を実施しました。1年生は、9月 6日にハロージョ

ブ PJ発表会を実施しました。身近な職業について自分で調べたこと

を発表しました。2年生は、9月 13日に沖縄探究発表会を開催しました。沖縄の観光について発表しま

した。修学旅行先の京都での探究活動をまとめて１月には寄未知博（発表会）も予定しています。とて

も楽しみです。3年生は、9月 10日にチァレンジ極み発表会を開催しました。約 70チームが発表しま

した。その中で選ばれた代表が 9月 13日に体育館で発表を行いました。以下が選ばれた 5チームです。  

１ どうしたら言語を楽しみながら修得できるか 

２ 関数アートについて  

３ アニメーションをつくる  

４ 完成した作品だけでなくそれを作る工程まで楽しめるゲーム作り  

５ 血液型は病気にどんな影響をあたえるか 

いずれの発表も甲乙付けがたい、素晴らしい発表でした。 

 

10 月 6 日（日）に毎年恒例の旗頭フェスタが開催され、本校からも総勢 17

名の生徒が参加しました。そのうち、旗の持ち手は、男女１１名チンク隊は女

子 6 名でした。本校では初めての女子 4 名の持ち手も参加しました。7 月 1 日より早朝

練習を開始して、参加人数を少しずつ増やしながら取り組んできました。当日は、職員

8名、泊青年会から 4名の協力を得て、立派に旗をあげることができました。     

担当の平良直哉教諭から話を聞きました。 

Q：大変だったことは何ですか？ 

A:練習時間の確保があまりできなかったこと。天候によって練習が左右さ

れたこと。地域（青少協や青年会等）の協力が得られなかったこと。 

Q：良かったことは何ですか？ 

A:上間地域の豊年祭に生徒が 5 名参加したこと。旗を倒さずあげられたこと。生徒ががん

ばったこと。職員の協力や多くの先生方からの差入れがあったことにも感謝しています。 

今年から活動の中心は学校から青少協へ移り、旗頭の地盤のない地

域の学校は不参加となっています。伝統継承のためにも取り組み方の

打開策を行政へお願いしたいところです。 

※生徒の活躍を上原美絵教諭が写真を集めて掲示してくれています。

（写真左上）来校の際は是非ご覧ください。 

 

 

前号で紹介できなかった生徒の活躍です。 

○8/15：令和 6 年那覇地区中学校ハンドボール強化大会 代表の部男子優勝 

8/31: 第 19回八重瀬町長杯争奪第 44回沖縄県秋季ハンドボール大会男子優勝 琉球コラソン U-15  

○9/16:沖電工杯 OFA 第 58回沖縄県サッカーまつり那覇地区準優勝 サッカー部 ※年末に開催される

九州大会へ出場が決定しています。 

○9/7:令和 6年度沖縄県中学校英語弁論那覇地区予選大会優良賞  

※ビデオ審査による第 1ラウンドを 23校中 10校に選ばれて突破し、ライブ審査の第２ラウンドへ進

みました。第２ラウンドでは唯一の 1年生で、堂々のパフォーマンスを披露しました。上原美絵教

諭と ALTのアラン先生におかれましては、ご指導大変お疲れ様でした。 

 

先日の 5 日（土）の 3 学年 PTA 作業では、保護者の皆様にもご参加

いただき、ありがとうございました。1 学期を無事に終了できます。2

学期にもいろいろな行事がありますので、ご協力をお願いいたします。 

ところで、正門を入ると両サイドにサンダンカ（山丹花）が植えられています。これは、島尻さん（青

少年指導員）と石川さん（青少年指導員）による取り組みです。今までは季節の花々を植えていました

が、手がかけられずに雑草が目立つことがありました。このサンダンカの花が咲く時期に、2 本の赤い

ラインが校舎に向けて一直線に敷かれるのが楽しみです。ちなみに、サンタンカ全般の花言葉：「熱き

想い」「喜び」「張り切る」です。2学期も「張り切って」いきましょう。 


